
殉職救護員慰霊碑

１階 ロビー、アンリー・デ
ュナンと佐野常⺠の胸像

上 

経
営
企
画
課
長
と
課
員
・
下 

油
彩
画
「
ソ
ル
フ
ェ
リ
ー
ノ
の
啓
示
」
の
前
で

　

浜
松
町
大
門
の
ホ
テ

ル
か
ら
数
分
の
処
に
外

観
が
煉
瓦
色
の
落
ち
着

い
た
日
本
赤
十
字
社
本

社
の
社
屋
が
あ
る
。

　

令
和
６
年
６
月
３
日

午
前
、
社
屋
の
門
を
く

ぐ
る
と
、直
ぐ
横
に「
殉

職
救
護
員
慰
霊
碑
」
が

あ
り
、
立
ち
止
ま
り
、

黙
礼
し
て
正
面
玄
関
に

約
束
の
時
間
に
到
着
、

１
階
ロ
ビ
ー
の
受
付
で

来
意
を
告
げ
る
と
、
２

階
応
接
室
に
案
内
さ

れ
、
医
療
事
業
推
進
本

部
・
経
営
企
画
部
・
経

営
企
画
課
長
の
古
源
さ

ん
と
同
課
の
池
澤
さ
ん

と
の
面
談
が
始
ま
る
。

　

機
関
誌
「
オ
ホ
ー
ツ

ク
の
風
」
や
研
修
医
の

先
生
方
と
の
焼
き
肉
で

の
交
流
や
ブ
ラ
ッ
ク
ジ

ャ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

の
資
料
を
示
し
、
当
会

の
活
動
の
あ
ら
ま
し
を

説
明
、
そ
し
て
現
地
で

は
荒
川
院
長
外
多
く
の

皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
と
の
お
礼
を

申
し
あ
げ
る
。

　

熱
心
に
説
明
に
耳
を

傾
け
た
古
源
課
長
は
、

大
変
有
り
難
い
こ
と
で

感
謝
し
て
い
ま
す
と
丁

重
な
お
言
葉
を
戴
き
、

う
れ
し
さ
が
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
た
。

　

面
談
後
、
同
じ
階
に

展
示
し
て
あ
る
「
ソ
ル

フ
ェ
リ
ー
ノ
の
啓
示
」

を
鑑
賞
し
た
。
こ
の
作

品
は
東
郷
青
児
（
１
９

３
４
（
昭
和
９
）
年
・

没
）
が
現
地
を
訪
れ
、

構
想
を
練
っ
て
描
い
た

１
７
６✕
２
８
６
セ
ン

チ
の
油
彩
カ
ン
バ
ス
で

す
。
や
は
り
、
本
物
は

素
晴
ら
し
い
。

　

お
二
人
の
対
応
に
感

激
し
、
お
礼
を
申
し
あ

げ
、本
社
を
後
に
し
た
。

　

今
回
の
旅
は
こ
の
ほ

か
に
、
Ｋ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
３
３

東
京
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

事
務
局
と
し
て
企
画
を

担
当
、
そ
し
て
上
京
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

網
走
の
向
陽
高
校
を

昭
和
３
３
年
に
卒
業
し

た
在
京
の
同
期
生
３
人

と
の
小
宴
で
し
た
が
、

浜
松
町
の
居
酒
屋
で
懐

か
し
く
大
い
に
、
盛
り

上
が
り
、
夜
の
更
け
る

ま
で
楽
し
ん
だ
。た
だ
、

二
人
の
同
期
生
が
直
前

に
体
調
不
良
で
欠
席
し

た
の
が
残
念
で
あ
る
。

　

ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

で
ジ
ョ
ン
ウ
イ
リ
ア
ム

ズ
の
楽
曲
を
日
本
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

団
の
演
奏
で
楽
し
み
、

帰
途
、
札
幌
芸
術
の
森

美
術
館
で
遠
藤
彰
子
の

展
覧
会
を
鑑
賞
し
た
。

　

今
年
５
月
８
日
、「
病

院
食
で
健
康
づ
く
り
に

貢
献　

振
興
局
、
北
見

赤
十
字
を
表
彰
」
の
記

事
が
北
海
道
新
聞
に
掲

載
さ
れ
た
。

　

こ
の
事
は
本
紙
の
記

事
に
な
る
と
、
同
院
の

井
田
栄
養
課
長
さ
ん
の

協
力
を
戴
き
、
１
面
で

特
集
を
組
ん
だ
。

　

「
第
８
回
北
見
で
の

思
い
出
づ
く
り
の
集

い
」
は
お
天
気
に
恵
ま

れ
、
令
和
６
年
７
月
２

８
日
（
日
）
、
事
故
も

無
く
無
事
に
終
了
し

た
。
そ
れ
を
２
、
３
面

で
取
り
上
げ
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
長
く
続
い

て
い
る
の
で
、
今
回
は

そ
の
始
ま
り
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
た
。
ま
た
毎

年
１
０
万
円
ほ
ど
の
予

算
で
実
施
し
て
い
る

が
、
過
去
に
そ
の
資
金

手
当
て
の
壁
に
阻
ま

れ
、
例
会
が
紛
争
し
、

大
変
な
時
期
も
あ
っ
た

が
、
こ
れ
か
ら
も
、
会

の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
継

続
す
る
事
を
こ
こ
で
再

確
認
し
た
い
。


